
NO 資料名 出典 作者 年代 形状 所蔵先 画像提供・出典

1.和歌の題材としての多摩川

1 玉川万葉歌碑 松平定信/読み人知らず 文化2(1805)/大正13(1924)再建 写真 狛江市教育委員会

2 諸国六玉河・武蔵調布之玉川 歌川広重/藤原定家 安政4（1857） 錦絵 多摩市教育委員会 多摩市デジタルアーカイブ

3 諸国六玉川・武蔵調布 歌川広重/藤原定家 安政4（1857） 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

4 諸国六玉川・近江野路 歌川広重/源俊頼 安政4（1857） 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

5 諸国六玉川・山城井出 歌川広重/藤原俊成 安政4（1857） 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

6 諸国六玉川・紀伊高野 歌川広重/弘法大師空海 安政4（1857） 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

7 諸国六玉川・陸奥野田 歌川広重/能因法師 安政4（1857） 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

8 諸国六玉川・拙津擣衣 歌川広重/源俊頼 安政4（1857） 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

9 名所あハせ六玉川・むさしのくに調布 歌川貞秀 天保14(1843） 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

10 名所あハせ六玉川・近江くにはぎ 歌川貞秀 天保14(1843） 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

11 名所あハせ六玉川・山しろ井手 歌川貞秀 天保14(1843） 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

12 名所あハせ六玉川・きのくに高野 歌川貞秀 天保14(1843） 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

13 名所あハせ六玉川・陸奥千鳥 歌川貞秀 天保14(1843） 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

14 名所あハせ六玉川・摂津くにとうゐ 歌川貞秀 天保14(1843） 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

2.明治天皇が詠んだ多摩川

1 玉川鮎御猟掛并漁夫名簿 富澤家文書 明治14(1881)6月2日 文書 多摩市教育委員会

2 玉川鮎猟鵜飼実施之景況麁絵図 明治16（1883） 絵図 多摩市文化振興財団

3 御製「玉川鮎」（玉川の水のながれの） 「明治天皇御製」4（大正写） 明治天皇 明治15（1882） 文書 宮内公文書館 書陵部所蔵資料目録画像公開システム

4 御製「玉川鮎」（玉川の はやせを見れば） 「明治天皇御製」5（大正写） 明治天皇 明治16（1883） 文書 宮内公文書館 書陵部所蔵資料目録画像公開システム

5 御製「川鮎」（たま川の はやせの水に） 「明治天皇御製」5（大正写） 明治天皇 明治16（1883） 文書 宮内公文書館 書陵部所蔵資料目録画像公開システム

6 御製「をりにふれて」（くろこまに うちまたかりて） 「明治天皇御製」5（大正写） 明治天皇 明治16（1883） 文書 宮内公文書館 書陵部所蔵資料目録画像公開システム

7 御製「川山吹」（玉川の若鮎つりにと） 「明治天皇御製」19（大正写） 明治天皇 明治29（1896） 文書 宮内公文書館 書陵部所蔵資料目録画像公開システム

8 御製「折にふれて」（玉川の清きながれに） 「明治天皇御製」20（大正写） 明治天皇 明治29（1896） 文書 宮内公文書館 書陵部所蔵資料目録画像公開システム

9 御製「折にふれて」（今よりや あゆも落つらむ) 「明治天皇御製」21（大正写） 明治天皇 明治29（1896） 文書 宮内公文書館 書陵部所蔵資料目録画像公開システム

10 御製「折にふれて」（玉川の せゝの落あゆ） 「明治天皇御製」21（大正写） 明治天皇 明治29（1896） 文書 宮内公文書館 書陵部所蔵資料目録画像公開システム

11 御製「河春月」（玉川の清きながれに） 「明治天皇御製」24（大正写） 明治天皇 明治31（1898） 文書 宮内公文書館 書陵部所蔵資料目録画像公開システム

12 御製「秋川」（あゆつりし人影たえて） 「明治天皇御製」26（大正写） 明治天皇 明治31（1898） 文書 宮内公文書館 書陵部所蔵資料目録画像公開システム

13 御製「水郷撏衣」（おちあゆも まれになりけむ） 「明治天皇御製」28（大正写） 明治天皇 明治32（1899） 文書 宮内公文書館 書陵部所蔵資料目録画像公開システム

14 御製「玉川鮎」（舟うけて一日遊ばむ） 「明治天皇御製」31（大正写） 明治天皇 明治34（1901） 文書 宮内公文書館 書陵部所蔵資料目録画像公開システム

15 御製「川鮎」（玉川の水のなかれの） 「明治天皇御製」31（大正写） 明治天皇 明治34（1901） 文書 宮内公文書館 書陵部所蔵資料目録画像公開システム

16 明治天皇騎馬像 渡辺長男 昭和5(1930) 彫刻 多摩市教育委員会

3.名所絵のなかの多摩川

1 武陽玉川八景之図 青陵岩精 寛政3（1791） 絵図 東京都立図書館 東京都立図書館デジタルアーカイブ

2 江戸近郊八景之内・玉川秋月 歌川広重 天保9(1838） 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

3 江戸近郊八景之内・池上晩鐘 歌川広重 天保9(1838） 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

4 江戸近郊八景之内・飛鳥山暮雪 歌川広重 天保9(1838） 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

5 江戸近郊八景之内・吾嬬杜夜雨 歌川広重 天保9(1838） 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

6 江戸近郊八景之内・羽根田落雁 歌川広重 天保9(1838） 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

7 江戸近郊八景之内・行徳帰帆 歌川広重 天保9(1838） 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

8 江戸近郊八景之内・小金井橋夕照 歌川広重 天保9(1838） 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

9 江戸近郊八景之内・芝浦晴嵐 歌川広重 天保9(1838） 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

10 向岡八景図 富澤家文書 富澤政恕 明治8（1875） 絵図 個人蔵（多摩市教育委員会保管）

11 冨嶽三十六景・武州玉川 葛飾北斎 19世紀 錦絵 東京国立博物館 国立文化財機構所蔵品統合検索システム

12 冨士三十六景・武蔵多満川 歌川広重 安政5（1858） 錦絵 多摩市教育委員会 多摩市デジタルアーカイブ

13 名所雪月花・たま川秋の月あゆ猟の図 歌川広重 19世紀 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

14 名所雪月花・井の頭の池弁財天の社雪の景 歌川広重 19世紀 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

15 名所雪月花・小かね井つつみの花盛 歌川広重 19世紀 錦絵 国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション

16 武蔵百景之内・玉川ぬのさらし 小林清親 明治17（1884） 錦絵 多摩市教育委員会 多摩市デジタルアーカイブ

旧多摩聖蹟記念館　令和8（2026）年度 夏季企画展

江戸近郊の名所としての多摩川

【出品目録】

主催:多摩市教育委員会
会期:2026年7月16日(木)～9月27日(日)
会場:旧多摩聖蹟記念館
　　　　（多摩市連光寺5-1-1都立桜ヶ丘公園内）



NO 資料名 出典 作者 年代 形状 所蔵先 画像提供・出典

4.江戸名所図会と多摩川

1 『江戸名所図会（巻之三）』10（表紙） 斎藤長秋 天保5(1834) 書籍 国文学研究資料館 新日本古典籍総合データベース

2 多磨川（解説） 『江戸名所図会（巻之三）』10 斎藤長秋 　本文 国文学研究資料館 新日本古典籍総合データベース

3 　多磨川「図其一」 『江戸名所図会（巻之三）』10 長谷川雪旦 　挿絵 国文学研究資料館 新日本古典籍総合データベース

4 　多磨川(図其二) 『江戸名所図会（巻之三）』10 長谷川雪旦 　挿絵 国文学研究資料館 新日本古典籍総合データベース

5 　多磨川「玉川猟鮎」 『江戸名所図会（巻之三）』10 長谷川雪旦 　挿絵 国文学研究資料館 新日本古典籍総合データベース

6 　多磨川（たつくりや) 『江戸名所図会（巻之三）』10 長谷川雪旦 　挿絵 国文学研究資料館 新日本古典籍総合データベース

7 分倍河原（解説） 『江戸名所図会（巻之三）』10 斎藤長秋 　本文 国文学研究資料館 新日本古典籍総合データベース

8 　分倍河原 陣街道(図） 『江戸名所図会（巻之三）』10 長谷川雪旦 　挿絵 国文学研究資料館 新日本古典籍総合データベース

9 小山田関旧址（解説） 『江戸名所図会（巻之三）』10 斎藤長秋 　本文 国文学研究資料館 新日本古典籍総合データベース

10 　小山田関 関戸惣図 『江戸名所図会（巻之三）』10 長谷川雪旦 　挿絵 国文学研究資料館 新日本古典籍総合データベース

11 関戸天守台（解説） 『江戸名所図会（巻之三）』10 斎藤長秋 　本文 国文学研究資料館 新日本古典籍総合データベース

12 　関戸天守台（図） 『江戸名所図会（巻之三）』10 長谷川雪旦 　挿絵 国文学研究資料館 新日本古典籍総合データベース

13 向の岡（解説） 『江戸名所図会（巻之三）』10 斎藤長秋 　本文 国文学研究資料館 新日本古典籍総合データベース

14 『連光聖蹟録』 児玉四郎/発行:聖蹟奉頌連光会 昭和3(1928） 書籍 多摩市教育委員会

15  玉川猟鮎 『連光聖蹟録』p76-77 長谷川雪旦 　挿絵 多摩市教育委員会

16  （たつくりや) 『連光聖蹟録』p78-79 長谷川雪旦/藤原定家 　挿絵 多摩市教育委員会

17  分倍河原 陣街道 『連光聖蹟録』p71 長谷川雪旦 　挿絵 多摩市教育委員会

18  小山田旧関 関戸惣図 『連光聖蹟録』p58-59 長谷川雪旦 　挿絵 多摩市教育委員会

19  関戸 天守台 『連光聖蹟録』p60-61 長谷川雪旦 　挿絵 多摩市教育委員会

5.調布玉川惣画図の多摩川

1 調布玉川惣画図（複製本/序文） 相澤伴主/長谷川雪堤 弘化2(1845)/複製:昭和63(1988) 巻子 多摩市教育委員会 多摩市文化振興財団

2 燕子花（かきつばた）挿花図 袁中郎挿花図会　続編4 相澤伴主 文化6（1809） 挿絵 多摩市教育委員会 多摩市デジタルアーカイブ

3 関戸旧記 伊野弘世家文書 相澤伴主/伊野銀蔵 天保7(1836)頃/明治写 文書 個人蔵 多摩市文化振興財団

4 調布玉川絵図之弁 相澤伴主 天保10(1839) 文書 多摩市教育委員会 多摩市デジタルアーカイブ

5 玉川絵図之弁草稿 相澤伴主 弘化2(1845) 文書 多摩市教育委員会 多摩市デジタルアーカイブ

6 多摩川筏運上につき請書写（玉川通乗下ケ筏運上仰付請書之写） 富澤分家文書 安永4(1775） 文書 国文学研究資料館 多摩市文化振興財団

7 多摩川の筏流し 昭和前期頃 写真 あきる野市教育委員会

8 調布玉川惣画図（複製本/羽田浦～押立村） 相澤伴主/長谷川雪堤 弘化2(1845)/複製:昭和63(1988) 巻子 多摩市教育委員会

9 名所江戸百景・大はしあたけのゆうだち 歌川広重 安政3-5(1856-58) 錦絵 東京国立博物館 国立文化財機構所蔵品統合検索システム

10 名所江戸百景・駒形堂吾嬬橋 歌川広重 安政3-5(1856-58) 錦絵 東京国立博物館 国立文化財機構所蔵品統合検索システム

11 名所江戸百景・中川口 歌川広重 安政3-5(1856-58) 錦絵 東京国立博物館 国立文化財機構所蔵品統合検索システム

12 名所江戸百景・深川木場 歌川広重 安政3-5(1856-58) 錦絵 東京国立博物館 国立文化財機構所蔵品統合検索システム

13 調布玉川惣画図（複製本/押立村～関戸村～澤井村） 相澤伴主/長谷川雪堤 弘化2(1845)/複製:昭和63(1988) 巻子 多摩市教育委員会

14 羽村取水堰筏流しの景 東京都水道歴史館所蔵ガラス乾板写真 明治43(1910）年11月 写真 東京都水道歴史館 東京都水道歴史館デジタルアーカイブ

15 羽村取水堰付近の筏流し 水源林(一） 昭和前期 写真 東京都水道歴史館 東京都水道歴史館デジタルアーカイブ

16 調布玉川惣画図（複製本/澤井村～氷川村） 相澤伴主/長谷川雪堤 弘化2(1845)/複製:昭和63(1988) 巻子 多摩市教育委員会 多摩市文化振興財団

17 調布玉川惣画図（複製本/氷川村～菩薩峠） 相澤伴主/長谷川雪堤 弘化2(1845)/複製:昭和63(1988) 巻子 多摩市教育委員会

18 水源林多摩川古里村付近 水源林(一） 昭和前期 写真 東京都水道歴史館 東京都水道歴史館デジタルアーカイブ

19 奥多摩町古里地区付近丸太搬出状況 水源林(一） 昭和前期 写真 東京都水道歴史館 東京都水道歴史館デジタルアーカイブ

20 水干（みずひ/最初の一滴） 写真 調布市郷土博物館

多摩市教育委員会 教育振興課文化財係℡042-338-6883（20260729）

明治14(1881)年、明治天皇は、夏の多摩川を訪れ、鮎漁をご覧になって涼を楽
しまれました。この多摩川は古来より和歌の歌枕として親しまれ、また近世には江
戸近郊の見るべき場所「名所」として知られていました。
企画展では、関戸村(現:多摩市)の名主・相澤伴主(あいざわ ともぬし)の記した
「調布玉川惣画図」をはじめ、浮世絵や「江戸名所図会」など、近世に描かれた
多摩川を複製パネルで展示します。また明治天皇が多摩川を詠んだ和歌もご紹
介します。
明治天皇や江戸庶民が楽しんだ多摩川を、ぜひお楽しみください。

《関連イベント》
●ギャラリートーク＆絵巻物鑑賞ワークショップ
学芸員による展示解説と「調布玉川惣画図」（複製本）を
触って頂きながら絵巻物の鑑賞方法をレクチャーします
　日時：7/18（土）、8/29（土）、9/19（土）
　各日10:00～12：00、13:00～15：00。随時開催
　受付：事前の申込み不要。当日に記念館事務室へ


